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１ 現在の生育について 

７月以降の気温が平年よりかなり高く、８月１日現在の生育は、成苗ポット

育苗「ななつぼし」で 3日早く、中苗マット育苗「風の子もち」では５日早く

進んでいます(表 1)。 

（表 1） 8 月 1日現在の生育（普及センター調べ） 

区分 
草丈 

(cm) 

葉数 

（枚） 

茎数 

(本/㎡) 
生育遅速 出穂期 成熟期 

成苗ポット 

ななつぼし 

本年 92.9 11.0 511 早３ 7/22 ― 

平年 86.2 11.0 536 ― 7/23 9/8 

中苗マット 

風の子もち 

本年 88.9 10.4 503 早５ 7/20 ― 

平年 83.7 10.2 581 ― 7/27 9/18 

 

２ 登熟期間の水管理について 

(1) 早期落水は収量・品質低下に直結！ 

玄米は開花・受精後から穂かがみ期(出穂後 25 日頃)にかけて急速に生長

するため、多くの水を必要とします。排水良好田の落水は穂かがみ期以降に

実施しましょう。 

現在、落水しているほ場は入水して、玄米に水分補給をしてください。 

(2) 登熟後半も玄米は生長しています！ 

収穫 10 日前までは田面に小さなヒビが入り、深さ１cm 程度の足跡が付く

状態が適切な土壌水分になります。 

田面に大きな亀裂(幅１cm 程度)が生じると、断根してしまい登熟不良や

白未熟粒、胴割粒などの発生を助長します。 

品質低下を防ぐため、それぞれの水田の排水・乾燥状況に合わせた落水時

期の見極めや、時には走水管理も行って、収穫まで適正な土壌水分を維持し

ましょう。 

QR ｺｰﾄﾞを読み取って 

  アクセス!!!  

畑作･園芸編も 

 HP で公開中！ 



 

(3) 出穂期からみた成熟期の予測について 

成熟期は平年より早まることが予測されます(表２)。コンバイン、乾燥機

の点検・整備などを計画的に実施しましょう。 

表２ 出穂期からみた成熟期の予想 

出穂期 7/20 7/21 7/22 7/23 7/24 7/25 7/26 7/27 7/28 

うるち 9/1 9/2 9/4 9/5 9/7 9/8 9/9 9/10 9/12 

も ち 9/3 9/4 9/5 9/7 9/8 9/9 9/11 9/12 9/14 

※・成熟期予測：出穂期からの積算気温が 950℃に達した日 

  ・積算気温「7/29」までは本年値、その後は平年値を使用。気温が平年より  

高い場合は成熟期が早まります。 

  

３ 病害虫の防除について 

(1）いもち病 

いもち病の様な症状（葉に褐色病斑やズリコミ）を発見した場合は、農協、

普及センターにご連絡ください。 

(2) アカヒゲホソミドリカスミカメ 

北海道病害虫防除所の情報(注意報第 6号（７月 18 日付）)

では、カメムシの多発と高温経過により加害活動の活発化

が危惧されています。 

普及センターですくい取り調査したところ水田内で 6 頭

を確認したほ場も有りました（7/30 調査）。 

発生量が例年と比べて多いので、すくい取り調査を行っ

て、追加防除を検討しましょう(表３)。 

表３ アカヒゲホソミドリカスミカメ追加防除基準 
要防除水準 

捕虫網 20 回振り フェロモントラップ 

２頭 

（ななつぼしは 1頭） 

2.2 頭／７日 

（1.2 頭／７日） 

※追加散布予定日の２～３日前に確認 

 ・すくい取りは、風の穏やかな日中に稲の穂をこするようにする・ 

 ・30℃を超える時間帯は、すくい取りにくくなるため避ける。 

 

☆☆☆無理をせず、水分補給と休憩を！☆☆☆ 

成虫 幼虫 

アカヒゲホソ 

ミドリカスミカメ 


